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本日のご説明内容
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眼鏡レンズモノマー３

１ 光学材料事業

2 光学樹脂ポリマー

① ユピゼータ®EPについて

② リサイクルの取り組みについて



１．光学材料事業
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ー 2019年 4 月、複数の事業部に跨っていた光学分野に立脚した製品群を集約し、「光学材料事業部」を新設

光学材料事業部組織図
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無機化学品 合成樹脂 電子材料 脱酸素剤

開発営業部

部長 加藤宣之

機能化学品事業部門

取締役常務執行役員 山口良三

光学材料

事業部長 安部幸次郎



光学材料事業部における主要製品
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ユピゼータⓇEP

光学樹脂ポリマー

IURESINTM

レンズモノマー

⚫ スマートフォンカメラレンズ

⚫車載カメラレンズ

⚫監視カメラレンズ

⚫プラスチック眼鏡レンズ

OptimasTM

光学樹脂ポリマー

ユピゼータⓇ

溶剤可溶型特殊PC

LumipluSTM

光学系硬化用樹脂組成物

⚫導光板

⚫ VR用途レンズ

⚫ OPCバインダー

⚫湿式成形用途

⚫ ナノインプリント用途

⚫光学接着剤

本日ご説明する製品



光学材料事業部の主要拠点
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OptimasTMプラント

ユピゼータ®EP原料プラント
（2023年完工予定）

レンズモノマープラント

ユピゼータ®EP重合プラント
（2016年､2019年､2022年完工）

新潟工場 （新潟市北区）

浪速製造所 （大阪市大正区）

鹿島工場 （茨城県神栖市）

東京研究所

光学材料事業部

主な役割 • 戦略策定

• 販売・マーケティング

• 開発支援

• SCM

主な役割

• 光学樹脂の開発

• レンズモノマーの開発



２．光学樹脂ポリマー
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① ユピゼータ®EPについて



ー 超高屈折率、低複屈折、高透明性、高耐熱性、高加工性等の特長を併せ持つ、特殊ポリカーボネート

光学樹脂ポリマー ユピゼータ®EPとは

8©MITSUBISHI GAS CHEMICAL COMPANY, INC.

ゼロエミッション・顧客の排出した廃棄物のリサイクル

E nvironmental P rotection

E nvironmental P rocess

E nvironmental P lastics

低環境負荷の製造プロセス・無溶媒、低廃棄物の工程

射出成形時の製造効率改善・生産性を考慮した材料設計



ユピゼータ®EPの事業領域
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モノマー ポリマー 射出成形 スマホレンズモジュール化

事業領域

原料
サプライヤ

レンズメーカー
カメラモジュール

メーカー
スマートフォン
メーカー

一部モノマーの内製化を予定



ー カメラレンズの材料選定・評価には、スマホメーカーから直接ご要望やフィードバックを頂くケースが多いため、

当社も積極的にアプローチ

ユピゼータ®EPのサプライチェーン
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半導体
メーカー

材料メーカー
（当社ほか）

カメラモジュール
メーカー

スマートフォン
メーカー

電子機器
メーカー

レンズ
メーカー

ご要望・フィードバック

樹脂材料 レンズユニット

アクチュエーター

CIS

CCM

CMOSイメージセンサー

コンパクトカメラモジュールVCM：ボイスコイルモーター
OIS：光学式手ぶれ補正



スマホ向け小型カメラレンズの構造
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・・・高屈折材（凹レンズ） ・・・低屈折材（凸レンズ）



凸レンズと凹レンズの役割
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光を曲げると
色ごとに分かれる

役割： 光を収束

材料： COC（シクロオレフィンコポリマー）、COP（シクロオレフィンポリマー）

特徴： 赤色と青色の曲がり方の差が少ない

光の特徴 ① 光の特徴 ②

物体を通ると
光が二つに分かれる

凸レンズ （アッベ数が大きい） 凹レンズ （アッベ数が小さい）

色収差

光の分散

焦点

凹レンズ凸レンズ凸レンズ

役割： レンズの焦点のずれを補正

材料： ユピゼータ®EPなど

特徴： 赤色よりも青色を曲げる力が非常に強い

（屈折率の波長依存性） （複屈折）

アッべ数

光分散の程度を表す指標

⚫ アッベ数の大きい材料 ＝ 光を収束させる役割を担う ＝ 凸レンズ

⚫ アッベ数の小さい材料 ＝ 光分散によって生じる焦点のずれを補正する役割を担う ＝ 凹レンズ

プリズム白色光
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ー 一般的に小型カメラレンズは、光を収束させる凸レンズ＝低屈折材(COP、COC等)と

光学収差を補正する凹レンズ＝高屈折材(ユピゼータ®EP等)の組み合わせで構成される

ー 但し、複数枚のレンズの組み合わせにより厚みが生じてしまうことから、

カメラの薄型化を目的として高屈折率を実現するユピゼータ®EPの採用機会が増加中

ユピゼータ®EPがスマホレンズに採用される背景
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色補正が必要なカメラ 色補正が必要なく、厚みを薄くしたいカメラ

某上位機種 リアメインカメラ 某上位機種 LiDAR scanner

凸レンズ

凸レンズ

EP

EP

凸レンズ

凸レンズ

凸レンズ

EP

EP

EP
EP

EP

EP
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ユピゼータ®EPのターゲット領域（屈折率・アッベ数）
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低屈折材（凸レンズ）
高屈折材（凹レンズ）

EP

屈折率

アッべ数

COC、COP

※COC：シクロオレフィンコポリマー、 COP：シクロオレフィンポリマー



ー スマホカメラにおける３つのトレンド

ユピゼータ®EPの成長を支える原動力
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多眼化 大型化高画素化

更なる成長へ



ー スマホ出荷台数に占める２眼以上のマルチカメラ搭載スマホの割合は全体の約9割に到達。

ー 多眼化は今後も緩やかに進む見通し。

スマホカメラ多眼化トレンド（リアカメラ数別スマホ出荷台数）
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ー リアメインカメラ： 2022年以降は、40MP以降(特に50MPスモールセル、ビッグセル)の増加傾向が顕著。

ー フロントメインカメラ： 2022年以降は、32.0MP以降の増加傾向が顕著。

スマホカメラ高画素化トレンド
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出所：202３年6月テクノシステムリサーチ社資料
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ー 画質向上に向けたリアメインカメラの大型化に伴い、特に1/1.5”以上と１/2.7-2.8”のサイズ帯のCISが増加。

ー 一部のハイエンド機種には、テレフォトカメラやウルトラワイドカメラにも大型CISを搭載したモデルあり。

CMOSセンサー大型化トレンド
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CIS大型化

CIS大型化でカメラモジュールに厚みが生じるため
薄型化を実現する高屈折材の役割がますます重要に

←1/1.5“以上

←1/2.7ｰ2.8”

CIS：CMOSイメージセンサー

出所：202３年6月テクノシステムリサーチ社資料



スマホ高機能化トレンド（ペリスコープカメラ/TOFセンサー）
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出所：2023年6月テクノシステムリサーチ社資料（※グラフはペリスコープカメラモジュールを搭載したスマホ出荷台数）

0.00 

0.12 

0.32 

0.20 
0.26 

0.61 

1.14 

1.41 

1.57 

1.71 

0.00

0.20

0.40

0.60

0.80

1.00

1.20

1.40

1.60

1.80

CY2018 CY2019 CY2020 CY2021 CY2022F CY2023F CY2024F CY2025F CY2026F CY2027F

出所：2023年6月テクノシステムリサーチ社資料（※グラフはリアTOFセンサーを搭載したスマホ出荷台数）

0.01 

0.42 

0.86 
0.90 

0.95 

1.02 
1.06 

1.10 
1.15 

1.20 

0.00

0.20

0.40

0.60

0.80

1.00

1.20

1.40

CY2018 CY2019 CY2020 CY2021 CY2022F CY2023F CY2024F CY2025F CY2026F CY2027F

億台/年

Periscope CCM Rear TOF

発光部（赤外LED）

受光部（撮像素子）

照射光

反射光

光が移動した時間を距離に変換



ー 足元はスマホ用途が9割強を占めるが、将来的にはXR、車載、監視カメラなど他用途向け需要拡大

ユピゼータ®EPの用途展開
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XR

AUTOMOTIVE

SECURITY CAMERA

OTHERS

MOBILE PHONE



他用途における市場予測①（車載カメラ向けレンズユニット）

©MITSUBISHI GAS CHEMICAL COMPANY, INC. 21出所：富士キメラ総研社資料
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他用途における市場予測②（AR/VRヘッドセット）
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Worldwide AR/VR Headsets Forecast, 2022Q4

CAGR（年平均成長率）

28.6％ （CY2022～CY2027）



ー 光学領域の拡大はもとより、スマホ以外の領域に求められる新規特性を
実現可能な基盤・要素技術の確立に向け、鋭意開発中。

更なる事業領域の拡大に向けて
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エステル

交換法

特殊PC

モノマー開発

TS DX

界面法特殊PC

成形技術

分離技術

高屈折材

中屈折材

ガラス代替材

リサイクル材



２．光学樹脂ポリマー
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② リサイクルの取り組みについて



ユピゼータ®EPのリサイクルについて
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プラスチックのリサイクルプロジェクトを始動

～当社特殊ポリカーボネート樹脂の廃棄物をゼロに～

2019年7月 当社ニュースリリース

https://www.mgc.co.jp/corporate/news/2019/post-171.html

https://www.mgc.co.jp/corporate/news/2019/post-171.html
https://www.mgc.co.jp/corporate/news/2019/post-171.html


EPのリサイクルが必要な理由①（多くが廃棄される実態）
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レンズとして消費されるのは
僅か1割弱

残り9割は廃棄対象に

射出成形

レンズメーカー

ポリマー供給 スマホレンズ

スマートフォンメーカー



EPのリサイクルが必要な理由②（社会からの要請）

©MITSUBISHI GAS CHEMICAL COMPANY, INC. 27

Due Sustainable Goals

Apple 2030 CO2排出量75％削減

Google 2030 カーボンフリー達成

Meta 2030 カーボンニュートラル



1. プラスチック加工の主流である射出成形では、端材が多く発生

2. 年々高まりを見せるサステナビリティの要望に対して、端材を回収する必要あり

3. 高透明かつ高品質を求められる光学レンズでポストコンシューマリサイクルを行うことは非現実的

当社が考えるユピゼータ®EPのリサイクル①
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モノマー ポリマー スプルー・ランナー

マテリアルリサイクル

ケミカルリサイクル

→顧客の製造工程内で発生する端材のプレコンシューマリサイクルを検討



ー リサイクル手法によって一長一短があるため端材の状態に応じて選別して有効利用

当社が考えるユピゼータ®EPのリサイクル②

29©MITSUBISHI GAS CHEMICAL COMPANY, INC.

工程数 コスト 樹脂劣化の影響

マテリアルリサイクル 少ない 〇 低い 〇 大きい ×

ケミカルリサイクル 多い × 高い × 小さい 〇

マテリアルリサイクル

スプルー・ランナー

粉砕 溶融押出

ポリマー

ケミカルリサイクル 粉砕 解重合 晶析 重合 溶融押出
原料

モノマー



当社の目指す将来像～高機能化とサステナブルの両立
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既存技術
Ⅰ

Ⅱ

Ⅲ

2030
Future

サステナブル

サステナブル社会に貢献する技術
・マテリアルリサイクル技術
・ケミカルリサイクル技術
・高度選別技術

高機能化

次世代レンズに貢献する高機能化
・光学特性進化
・レンズ寸法安定性向上



3．眼鏡レンズモノマー
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ー MGCは超高屈折率に特化しており、当社ラインナップは屈折率1.70材、1.74材、1.76材

眼鏡レンズモノマー IURESINTM
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*東海光学株式会社様ご提供

⚫ 1.76材は世界最高屈折率のプラスチックレンズ

⚫ 一般のプラスチックレンズより50％の薄さを実現

近視の強い方でも薄くすることができ、装用性の向上や

ファッションアイテムとしてフレームの選択性を上げることに貢献



ー MGCは材料メーカーとして眼鏡レンズの材料を製造・販売

眼鏡レンズのサプライチェーン
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材料を眼鏡レンズに成形加工
研磨・コーティング、特注加工

眼鏡レンズをカット、
フレームへ枠入れ

眼鏡小売店 消費者
眼鏡レンズ
メーカー

モノマーなど

材料メーカー



ー MGCの眼鏡レンズ素材(主力は屈折率1.74)は浪速製造所(大阪市大正区）で生産

ー 屈折率1.70以上は市場全体の数%とニッチ市場ではあるが高付加価値商品の位置づけ

眼鏡レンズ材料市場（屈折率別）
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チオウレタン
1.60/1.67

ポリカーボネート
1.59

アリル・アクリルなど
1.53/1.56

ADC(アリルジカーボネート）
1.50

低屈折率材

中屈折率材

高屈折率材

超高屈折率材 エピスルフィド
1.70/1.74/1.76

浪速製造所(大阪市大正区)
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ー 世界的に近視人口は今後も大きく増大、視力矯正市場は今後も拡大。

ー 屈折率1.70以上の超高屈折率眼鏡レンズ需要は強度近視および富裕層向けに拡大を続ける見込み。

ー コロナ禍ながら2020年から再度成長軌道に乗り、2020年から2023年は年率10%に迫る成長。

今後も年率5%前後の成長を見込む。

眼鏡レンズ材料市場成長の背景
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全世界近視人口および強度近視人口推移見込 超高屈折率眼鏡レンズ材料市場（当社推定）

出所：American Academy of Ophthalmology, Vol. 123, May 2016



当資料に記載されている計画、目標等の将来に関する記述は、作成

時点において当社が入手している情報及び合理的であると判断する

一定の前提に基づいて判断したものであり、不確実性を内包するも

のです。実際の業績等は、様々な要因によりこうした将来に関する記

述とは大きく異なる可能性があります。

TEL

ＵＲＬ

03-3283-５０４１

https://www.mgc.co.jp/

本資料に関するお問い合わせ先

三菱ガス化学株式会社
ＣＳＲ・IR部 ＩＲグループ

見通しに関する注意事項

IRメール配信サービス

適時開示やIRに関する最新情報について、

メールでお知らせいたします。ぜひご登録ください。
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